
























































































































「high consensus over research questions」であ
るのに対して経営学は「low consensus」である










学 で は「systematic review and meta-analysis」
の方法をとるのに対して経営学では「largely 
narrative reviews」という恣意性の強いアプロー


























































































































































































任（quality management and social responsibil-

































































































































































図 2　経済的価値＆社会的価値 （Beyond Trade-Offs）



















































る」（Porter and Kramer, 2011：66．邦訳：13）。
3　戦略論の視点：内部分析






















競争（competing for the future）の分析が，「コ
ア・コンピタンス」論の背景にあった（Hamel 
and Prahalad, 1994）。理論的には，RBV が持っ
ていた企業モデル（heterogeneity, inimitability, 


























































































































































































































 1 GBI は Scott Davis によって創案された概念であり
教育プログラムである。なお本研究の一部は 2016 年
度経営学部共同プロジェクト費によるものである。






 3 たとえば Tranfield, Denyer and Smart （2003）が
しばしば引用されるが，さらに Rousseau （2006）の




 4 Andrews は 1989 年 当 時，Donald K. David Pro-
fessor of Business Administration, Emeritus, at the 
Harvard Business School。
 5 コーディネーション・コストは組織経済学の重要
な理論である。詳細は Milgrom and Roberts （1992）
および Gibbons （2013）を参照されたい。
 6 組織ルーティンの進化については Nelson and 
Winter （1982）を参照されたい。
 7 補完性という組織経済学の重要な論点については
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